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※切り捨てにより合計が合わない場合があります

収　入 支　出

人件費
74,915万円

受取補助金
43,708万円

賦課金
1,950万円

受取利息
24,833万円

事業勘定受入
36,015万円

その他
10,728万円 

損害防止費
1,966万円

その他
6,663万円

施設費
12,833万円

普及推進費
3,987万円

業務費
15,075万円

事務費
6,067万円受託収入

5,930万円

損害評価費
1,658万円

令和７年度支払共済金　6億9,521万円

令和８年度業務収支予算　12億3,164万円

R７年度事業実績 R８年度事業計画

農 作 物 
共 　 済

引受面積 24,138ha 24,601ha
共済金額 192 億 1,250 万円 234 億 5,149 万円
支払共済金 9,472 万円

家 畜 共 済
引受頭数 17,864 頭 17,945 頭
共済金額 15 億 1,777 万円 15 億 6,999 万円
支払共済金 7,970 万円

果 樹 共 済
引受面積 72ha 68ha
共済金額 5 億 8,632 万円 5 億 7,337 万円
支払共済金 268 万円

畑 作 物 
共 　 済

引受面積 1,898ha 1,817ha
共済金額 4 億 1,058 万円 3 億 8,854 万円
支払共済金 5,762 万円

園 芸 施 設 
共 済

引受棟数 4,329 棟 4,335 棟
共済金額 45 億 9,210 万円 45 億 9,614 万円
支払共済金 230 万円

任 意 共 済

建物引受棟数 63,124 棟 62,213 棟
農機具引受台数 4,084 台 4,288 台
保管中農産物引受戸数 5 戸 10 戸
共済金額 1 兆 144 億 9,465 万円 9,990 億 3,236 万円
支払共済金 4 億 5,815 万円

合　　　 計 共済金額 1 兆 408 億 1,392 万円 1 兆 296 億 189 万円
支払共済金 6 億 9,521 万円

収 入 保 険 加入経営体数 975 件 1,000 件
補償対象金額 216 億 888 万円 220 億円

　令和7年度は、全国各地で記録的な高温や豪雨等による自然災害が相次ぎ、農業経営に大きな影響を及ぼしまし
た。近年は気候変動の影響により災害が激甚化・頻発化しており、富山県内においても例外ではなく自然災害による
影響が見られており、日頃からリスクへの備えを意識することが重要となっています。
　また、昨年4月に策定された「食料・農業・農村基本計画」では、農業保険制度に対しては自然災害だけでなく、価
格低下や収量減少など幅広いリスクに対応するセーフティネットとしての役割が求められています。特に収入保険に
ついては、農業経営全体を支える制度として加入推進を重点的に進めるとしています。
　令和8年度も、組合員の皆さまが安心して農業経営に取り組めるよう、持続的な事業運営と農業保険制度の普及
推進に努めてまいります。

森組合長理事冨居議長
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５
月
2323
日
、
富
山
市
の
富
山
産
業
展

日
、
富
山
市
の
富
山
産
業
展

示
館
（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
に
て
、
第

示
館
（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
に
て
、
第
2525

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
代
２
７
８
名
中
、
２
５
１
名
（
本

　

総
代
２
７
８
名
中
、
２
５
１
名
（
本

人
出
席
１
０
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０
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４
８
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。

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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し
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時
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備
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、

農
業
経
営
に
安
心
を　

農
業
経
営
に
安
心
を　

第
25
回
通
常
総
代
会

◆
議
案
第
１
号　

　
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
承
認
に
つ
い
て

◆
議
案
第
２
号　

　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
案
議
決
に
つ
い
て

◆
議
案
第
３
号　

　
令
和
８
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
徴
収
方
法
決
定
に
つ
い
て

◆
議
案
第
４
号　

　
富
山
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
議
案
第
５
号　

　
富
山
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
議
案
第
６
号　

　
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
議
案
第
７
号　

　
令
和
８
年
度
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

◆
議
案
第
８
号　

　
役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
弁
護
士
の
報
酬
に
つ
い
て

◆
議
案
第
９
号　

　
役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

◆
議
案
第
10
号　

　
借
入
金
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

◆
議
案
第
11
号　

　
余
裕
金
運
用
先
の
金
融
機
関
に
つ
い
て

◆
議
案
第
12
号　

　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
議
案
第
13
号　

　
損
害
評
価
会
委
員
選
任
の
承
認
に
つ
い
て

◆
附
帯
決
議
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水　
稲　

  

７
月
13
日（
月
）

大　
豆　

  

７
月
16
日（
木
）

そ　
ば　

  

９
月
17
日（
木
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
に
次
の
皆
さ
ま
が

総
代
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
【
任
期
】
令
和
８
年
５
月
１
日
～
令
和
11
年
４
月
30
日

●
魚
津
市
区（
11
名
）

八
倉
巻　

忠

嗣

溝

口

宏

和

稗

苗

良

太

宮

坂

博

一

金

盛
　

孝

高

瀬

慎

一

冨

居

幹

生

関

口

勝

昭

石

原

正

行

山

瀬

雅

貴

平

崎
　

章

●
黒
部
市
区（
15
名
）

山

本

正

志

能

登

忠

重

樋

口

義

則

開

沢

憲

三

寺

島

加

一

尾

山
　

境

松

岡

義

春

岡

田
　

但

間

部

章

二

松

原

俊

夫

水

野

壮

信

島

﨑
　

寿

此

川
　

昇

中
　

康

史

大

藪

茂

博

●
入
善
町
区（
14
名
）

辻

田

規

和

坂

東
　

聡

早

川

隆

一

稲

村

章

範

若

島

克

史

松

澤

宏

武

稲

場
　

健

上

浦

雄

治

稲

場

鉄

雄

板

川

由

弘

●
高
岡
市
区（
29
名
）

利

木
　

實

川

村

克

彦

江

渕

重

和

五
十
田　

忠

雄

青

木

清

一

三

上

貞

則

門

前
　

進

奥

村

幸

夫

稲

垣
　

貢

前

田

一

雄

山

村

宏

明

竹

本

俊

之

中

山

利

彰

吉

川

正

邦

中

谷
　

智

篠

島

昭

久

金

山

宗

雄

竹

田

昭

浩

不

破

大

介

日

尾

彰

伸

岡

本

一

之

高

田

吉

夫

油

石

泰

憲

山

田

昭

年

前

田

孝

雄

島

次

年

信

向

山

弘

之

竹

村

保

信

澤

川

勝

美

●
氷
見
市
区（
16
名
）

西
　

敏

彦

西

川

三

郎

和

泉

泰

司

田

中

尚

志

水

上

宣

彦

山

下

茂

昭

谷

澤

正

明

澤

井
　

敏

清

角

孝

明

南
　

勝

朗

寳

住

與

一

出

口

勝

己

中

嶋

義

明

松

原

政

人

辻

口
　

哲

清

水

雅

明

●
小
矢
部
市
区（
17
名
）

澤

田

八
太
郎

沢

辺
　

守

中

井

正

人

大

岩

美

則

柳

平

祐

二

室
　

哲

雄

上

野

好

雄

酒

井

利

幸

●
朝
日
町
区（
８
名
）

堀

川

義

明

堀

一

耕

二

小

林

吉

一

篠

田

昭

雄

藤

澤

隆

夫

笹

川

謙

一

折

谷

秀

幸

水

島

忠

彦

●
滑
川
市
区（
９
名
）

倉

本
　

肇

右

近

隆

一

八
倉
巻　
　
　

巌

橋

本

英

夫

吉

森

信

政

荒

舘

正

治

坂

本

隆

雄

新

村
　

剛

高

橋
　

勉

●
上
市
町
区（
９
名
）

高

畠
　

萠

深

美

修

一

中

川
　

晃

伊

東

義

武

酒

井

淳

一

川

上

邦

夫

村

井

秀

喜

種

田

清

市

嘉

藤
　

聡

●
立
山
町
区（
12
名
）

竹

内

稜

祐

山

﨑

正

雄

高

見

政

次

堀

田
　

進

北

村

哲

郎

関
　

　

隆

石

黒
　

進

奥
　

康

博

砂

田

喜

一

居

島

豊

市

田

屋

博

吉

舛

田

清

造

澁

谷

政

憲

稗

田

光

洋

南
　

芳

國

森

下

博

幸

奥

田

政

之

藤

田

順

一

●
射
水
市
区（
23
名
）

沢

村

哲

男

竹

脇
　

進

橋

爪

明

雄

土

田
　

彰

桑

原
　

隆

竹

腰

稔

昭

清

水

秀

昭

野

村

伸

二

高

田

清

則

塚

田

啓

一

奥

村

寛

行

●
舟
橋
村
区（
１
名
）

酒

井

信

行

●
富
山
市
富
山
区（
34
名
）

稲

田
　

貢

中

川

敏

弘

宮

田
　

﨣

西

野

良

藏

佐

藤

良

信

高

安

敏

男

山

本

哲

博

宝

田
　

斉

牧

野

俊

浩

田

添

啓

一

古

澤

秀

雄

飯

野
　

勝

黒

田

勝

英

田

中

一

夫

鈴

木

善

作

花

房

博

文

高

柳

良

幸

永

井

広

之

小

川

輝

久

渡

辺
　

昇

穴

田
　

誠

岩

城

治

雄

笹

井

英

二

毛

利

仁

志

氷

見
　

脩

庄

司

義

光

横

井

正

幸

市

川

徹

雄

吉

田

健

一

田

中

美

憲

宮

垣

隆

穂

藍

口

充

春

樋

上

博

憲

稲

塚

正

夫

大

澤

博

之

本

郷

喜
一
郎

塚

本

秀

樹

稲

垣
　

潔

密
　

　

明

北

林

勝

実

小

川

博

行

久

々

忠

義

島
　

清

治

樋

口

義

昭

串

田

伸

男

北

角

武

史

浦

野

た
か
し

天

坂

信

亮

長

谷

康

治

押

田

泰

徳

若

宮
　

勉

大

井

一

夫

●
富
山
市
大
沢
野
・

　

細
入
区（
６
名
）

永

瀬

秀

幸

久

保

雅

英

舟

橋

美

臣

堀
　

辰

雄

野

﨑

孝

弘

山

本

忠

久

●
富
山
市
大
山
区（
４
名
）

松

本

義

博

池

田

繁

弘

細

田

秀

直

齊

藤

大

悟

●
富
山
市
八
尾
区（
９
名
）

黒

田

泰

雄

大

開

直

人

千

澤

辰

夫

山

口

博

美

宮

田
　

浩

前

田

美
智
子

加

藤

勘

二

飛
騨
山　

一　

意

椎

名

久

義

●
富
山
市
婦
中
区（
９
名
）

西

村

充

史

砂

川

啓

一

若

林
　

勉

平

林
　

潤

矢

郷
　

剛

丹

波

満

朗

高

澤
　

実

浅

倉

敏

夫

松

山
　

茂

●
富
山
市
山
田
区（
１
名
）

藤

丸

正

義

松

本

剛

明

●
砺
波
市
区（
21
名
）

蔦
　

英

夫

佐

武

久
美
昭

野

原

正

一

白

江

秋

広

清

末
　

茂

南
　

文

男

樋

掛

雅

彦

三

部

隆

雄

西

岡

浩

紀

飯

田

輝

一

金

子

利

典

南
　

賢

二

布

原

伸

一

八

田

長

市

島
　

清

貴

山

岸

銀

七

前

田

英

明

鎧

澤
　

博

堀
　

一

雄

有

澤

武

志

前

野
　

久

●
南
砺
市
区（
30
名
）

山

田

邦

彦

山

本

義

秀

中

盛

義

克

波

能

治

男

山

本
　

弘

城

寳

秀

伸

川

高

謙

一

神

林

範

明

布

村

孝

善

池

田
　

充

山

川
　

学

中

嶋

幸

信

経

田

善

幸

谷

﨑
　

猛

古

軸

政

満

山

﨑

喜

弘

上

口

長

博

岩

瀬

弘

宣

笠

野

千

尋

武

田

文

夫

池

田

豊

一

本

多

精

一

上

田

悦

郎

三

吉

勝

彦

岸

澤

良

一

吉

尾
　

徹

奥

野

一

夫

荒

木

悦

夫

山

田

政

寛

田

畠

勝

治

「総代」…組合の最高意
志決定機関である総代会
で、事業計画や予算など
の審議を行い、組合運営
の方向性を決定する役割
を担っています。組合員の
代表です。

　

第
25
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
任
期
】
令
和
８
年
６
月
１
日
～
令
和
11
年
５
月
31
日

田中　幹夫 
副組合長理事
（南砺市）

西島　俊明
代表監事

（朝日町）

坂口　弘文
理事

（朝日町）

小西　良進
理事

（富山市）

石田　義弘
理事

（小矢部市）

森　　雅志 
組合長理事
（富山市）

岩井　孝夫
理事

（黒部市）

岡田　　勇
理事

（富山市）

西尾 　哲
理事

（射水市）

小坂　　卓
専務理事

（学識経験者）

津田　泰二
監事

（砺波市）

藤井　秀一
理事

（滑川市）

山口　升司
理事

（高岡市）

加藤　　孝
理事

（砺波市）

島澤　大輔
理事

（魚津市）

茶木　梨津子
監事

（学識経験者）

大田　祐司
理事

（立山町）

佐原　孝信
理事

（氷見市）

今井　　潔
理事

（砺波市）

「理事」…組合の業務を執行する役員です。

「監事」…組合の財産状況や、業務の執行状況などを監査します。

理　事

監　事

新
た
な
執
行
体
制
決
ま
る

新
し
い
総
代
が
就
任

　

水
稲
共
済
・
大
豆
共
済
・
そ
ば
共
済
の
掛
金
を
、

左
記
の
日
程
で
ご
指
定
さ
れ
た
口
座
よ
り
振
り
替
え

ま
す
。 共

済
掛
金

振
替
予
定
日

◆ 

被
害
申
告
に
つ
い
て

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
・
病
虫
害
が
発
生
し
収
穫
量

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
被
害
申
告
（
損
害

評
価
野
帳
の
提
出
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
収
穫
後
に
被
害
申
告
が
あ
っ
て
も
、
被
害
が
確
認
で
き
な
い

　
た
め
共
済
金
の
支
払
い
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆ 

助
成
対
象
と
な
る
経
費

・
県
・
市
町
村
の
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
助
成
金
交
付

対
象
と
な
る
経
費
。

・
猟
友
会
が
実
施
す
る
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
講
習
会

及
び
鳥
獣
駆
除
に
係
る
経
費
。

※
詳
細
は
前
回
（
５
月
号
）
の
広
報
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆ 

通
知
は
速
や
か
に
！

　
加
入
時
に
提
出
し
た
営
農
計
画
（
面
積
や
作
物
等
）

に
変
更
が
生
じ
た
り
、
事
故
（
収
入
減
少
要
因
）
に

よ
り
見
込
み
農
業
収
入
金
額
が
９
割
を
下
回
る
場
合

は
、
速
や
か
に
通
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
知
が
な
い
場
合
は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
さ
れ
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険

水
稲
共
済

申
請
期
限
　
10
月
15
日（
木
）

お知らせ

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
　

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
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●
射
水
市

　

佐
々
木
義
光

　

境　

不
二
夫

　

川
腰　

伸
一

●
砺
波
市

　

河
原　

幸
紀

　

飯
田　
　

登

　

吉
田　
　

猛

●
南
砺
市

　

野
守　

秀
一

　

大
橋　
　

昇

　

五
嶋　

敏
昭

　

田
尻
生
産
組
合

　

宮
森　

征
史

　

江
田　

博
史

　

水
口　

英
彦

 

役
員
等
功
績
者
表
彰

〈
第
１
号
表
彰
〉

（
共
済
部
長
・
損
害

評
価
員
）（
36
名
）

●
黒
部
市

　

八
村　

悦
夫

●
入
善
町

　

山
下　
　

勇

●
朝
日
町

　

古
市　

直
樹

　

坂
東　

由
松

　

竹
中　

正
信

●
上
市
町

　

細
川　

康
成

●
立
山
町

　

村
上　

明
弘

●
富
山
市

　

佐
伯　

謙
悦

　

堀　
　

敬
善

　

作
田　

喜
朗

　

天
坂　

信
亮

　

本
江　
　

茂

●
高
岡
市

　

坂
林　

隆
光

　

損
害
評
価
会
委
員
に
、
次
の
57
名
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
【
任
期
】
令
和
８
年
６
月
１
日
～
令
和
11
年
５
月
31
日

会
長
職
務
代
行

　

小
松　

清
文

　
　
　
（
小
矢
部
市
）

【
農
作
物
共
済
・

畑
作
物
共
済
部
会
】

農
作
物
共
済
部
会
長

　

中
野　

克
彦

　
　
　
　
（
入
善
町
）

畑
作
物
共
済
部
会
長

　

片
山　

昌
作

　
　
　
　
（
南
砺
市
）

●
魚
津
市

　

木
村　
　

勝

●
黒
部
市

　

沓
掛　

忠
昭

●
入
善
町

　

早
川　

隆
一

●
朝
日
町

　

坂
本　
　

秀

●
滑
川
市

　

開
田　

豊
一

●
上
市
町

　

金
子　

繁
二

●
立
山
町

　

高
島　

長
作

●
舟
橋
村

　

森
﨑　
　

進

●
富
山
市

　

杉
政　

晴
夫

　

熊
南　

昭
浩

　

田
辺　
　

豊

　

松
嶋　
　

守

　

上
野　

文
克

　

茂　
　

清
志

　

場
家　

茂
夫

●
高
岡
市

　

山
村　

宏
明

　

石
田　
　

勉

　

高
田　

四
十
六

　

竹
村　

保
信

●
氷
見
市

　

浜
出　

吉
則

　

山
下　

孝
三

●
小
矢
部
市

　

小
松　

清
文

　

澤
田　

憲
一

●
射
水
市

　

川
東　

茂
幸

　

寺
林　
　

修

　

浦
田　

善
浩

●
砺
波
市

　

源
通　

一
郎

　

久
恵　

昌
晴

　

山
本　

優
文

　

宮
島　
　

猛

●
南
砺
市

　

松
井　

竜
也

　

伊
東　

康
裕

　

松
本　

弘
衛

●
学
識
経
験
者

　

表
野　

元
保

　

片
山　

雅
雄

　

野
村　

幹
雄

　

井
上　

勝
義

　

蛯
谷　

朋
佳

　

山
口　

あ
ゆ
み

　

向
野　

尚
幸

【
家
畜
共
済
部
会
】

部
会
長

　

松
村　

隆
治

（
学
識
経
験
者
）
　

●
学
識
経
験
者

　

沖
村　

重
雄

　

坪
田　

安
弘

　

野
坂　

則
之

【
果
樹
共
済
部
会
】

部
会
長

　

沖
村　

三
彦

　
　
　
（
富
山
市
）

●
魚
津
市

　

清
水　

宏
和

●
射
水
市

　

焼
田　

信
太
郎

●
南
砺
市

　

藤
井　

敏
一

●
学
識
経
験
者

　

松
崎　

明
子

　

浅
井　

雅
美

　

青
木　

由
美

　

河
村　
　

健

【
園
芸
施
設
共
済
部
会
】

部
会
長

　

石
村　

修
子

（
学
識
経
験
者
）
　

●
学
識
経
験
者

　

轡
田　

圭
孝

　

多
田　

季
史

　

野
坂　

則
之

【
任
意
共
済
部
会
】

部
会
長

　

坂
本　
　

秀

　
　
　
　
（
朝
日
町
）

●
上
市
町

　

金
子　

繁
二

●
小
矢
部
市

　

小
松　

清
文

●
南
砺
市

　

片
山　

昌
作

●
学
識
経
験
者

　

野
坂　

則
之

「損害評価会委員」…損
害防止や損害の認定に関
する重要事項について、
調査・審議を行います。

損
害
評
価
会
長

　

杉
政　

晴
夫

　
　
　
　
（
富
山
市
）

●
氷
見
市

　

野
口　
　

等

　

高
木　

憲
作

　

中
本　

良
三

　

松
平　

義
光

　

船
山　
　

智

　

山
口　

良
治

●
射
水
市

　

熊
西　

忠
治

　

高
田　

秀
次

　

夏
野　

  

茂

　

永
森　
　

薫

●
砺
波
市

　

杉
林　

辰
夫

　

大
倉　

良
次

　

塚
田　

重
弘

　

荒
木　

靖
博

　

信
田　

哲
男

　

前
田　

民
雄

　

大
井　

政
信

●
南
砺
市

　

城
宝　
　

勇

　

石
井　

芳
昭

　

重
原　
　

勝

　

蓑
口　

武
志

　

西
尾　

一
郎

　

高
畑　
　

実

〈
第
２
号
表
彰
〉

（
理
事
・
監
事
・
損
害

評
価
会
委
員
）（
8
名
）

●
上
市
町

　

平
井　

敏
廣

●
富
山
市

　

藏
島　

大
造

　

尾
﨑　

昭
男

　

早
瀬　

  

優

●
高
岡
市

　

大
井　

正
樹

●
氷
見
市

　

猶
明　

孝
信

●
砺
波
市

　

吉
田　

孝
夫

　

荒
川　

弘
章

〈
事
業
推
進
功
績
者
表
彰

建
物
共
済
の
部
〉（
10

名
）

●
入
善
町

　

若
島　

克
史

●
黒
部
市

　

南　
　

弘
一

●
富
山
市

　

三
浦　

博
史

　

柳
瀬　

隆
浩

　

江
本　

紘
吉

●
氷
見
市

　

山
岸　

伸
雄

　

中
谷
内
成
人

●
小
矢
部
市

　

山
田　

英
和

●
南
砺
市

　

野
守　

秀
一

　

宮
森　

征
史

農
業
保
険
事
業
の
推
進
や
、
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
に
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
皆
様
で
す
。（
敬
称
略・順
不
同
）

油石泰憲さん
（任意共済表彰）

尾﨑昭男さん
（役員等功績者表彰）

表
彰

全
国
農
業
共
済

全
国
農
業
共
済

協
会
長
表
彰

協
会
長
表
彰

 

任
意
共
済
表
彰

〈
優
良
共
済
部
長
等

表
彰
〉（
40
名
）

●
魚
津
市

　

稗
苗　

良
太

　

稲
葉　
　

唯

　

河
口　
　

大

●
黒
部
市

　

樋
口　

義
則

　

南　
　

弘
一

　

朝
倉　

一
雄

●
入
善
町

　

若
島　

克
史

　

石
田　

隆
之

　

池
田　

和
幸

●
朝
日
町

　

鍛
治　

秀
根

　

藤
沢　

圭
介

●
上
市
町

　

柿
沢
４
区

●
富
山
市

　

三
浦　

博
史

　

柳
瀬　

隆
浩

　

江
本　

紘
吉

●
高
岡
市

　

向
郷　

隆
和

　

大
木　

幸
彦

　

油
石　

泰
憲

●
氷
見
市

　

山
岸　

伸
雄

　

北
山　

勝
志

　

谷
内　

政
昭

　

鳥
内　

雅
弘

　

中
谷
内
成
人

●
小
矢
部
市

　

小
山　

仁
志

　

山
田　

英
和

　

奥　
　

康
博

　

荒
井　

秋
生

損
害
評
価
会
も
新
た
に
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射
水
市
水
戸
田
な
ど
で
約
60
㌃

に
１
５
０
０
本
の
食
香
バ
ラ
を
栽

培
す
る
、
い
み
ず
食
香
バ
ラ
研
究

会
の
福
井
有
希
夫
さ
ん
。
生
花
販

売
事
業
者
に
勧
め
ら
れ
、
２
０
２
２

年
か
ら
中
国
・
山
東
省
で
育
種
さ

れ
た
食
香
バ
ラ
の
栽
培
を
始
め
た
。

地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
日
々

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。

バ
ラ
栽
培
の
工
夫

　
農
繁
期
は
人
手
不
足
が
課
題
で

す
。
現
在
は
、
友
人
な
ど
人
と
の

つ
な
が
り
を
活
用
し
な
が
ら
、
人

手
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
作
業
を

行
う
の
は
高
齢
者
や
女
性
が
多
い

た
め
、
屈
ま
ず
収
穫
で
き
る
よ
う
、

バ
ラ
の
木
は
腰
ほ
ど
の
高
さ
に
剪

定
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
農

福
連
携
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

加
工
品
に
着
手

　
バ
ラ
の
水
分
や
花
び
ら
を
活
用
し

た
加
工
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
花
や
花
弁
か
ら
取
り
出
し

た
蒸
留
水
「
生
体
水
」
な
ど
を
販
売

し
て
お
り
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
使
っ

た
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
投
稿
が
見
て
も
ら

い
や
す
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
発

信
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
へ
の
思
い

　
現
在
は
、
摘
み
取
り
体
験
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
楽

し
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
で
す
。
今
後
は
、
市
内
事
業

者
と
連
携
し
た
加
工
品
づ
く
り
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
活
用

を
進
め
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
取
り
体
験
や
加
工
品
の
注
文

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
。

▽
射
水
市
流
通
セ
ン
タ
ー
水
戸
田

　
２
‐
３
‐
１ 

ア
グ
ミ
ラ
イ
ミ
ズ
内

福
ふ く

井
い

 有
ゆ

希
き

夫
お

さん（60）

いみず食香バラ研究会
事務局

“香るバラ”で地域を元気に

Instagramにて
情報発信中です

1. 
2. 
3. 
5.
7.

お酒は飲めません
喜劇
ライスやナンで食べよう
鬼に〇〇〇〇
サイは立派ですね

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。　※いただいたご意見・ご感想を匿名にて紙面に掲載させていただく場合があります。
※お送りいただいたハガキの内容は、プレゼントの発送と紙面づくり以外の目的には使用いたしません。

たて

1. 
4.
5. 
6.  
7.
8.

学校から家に帰る
日本人の主食
⇔彼女
夕食を英語で
二つで一組
野球の無死

よこ

　立山町でニラや水稲を栽培・販売している
「tateyama breeze」。
　農薬や化学肥料を使わず丁寧に育てた“香
り高いニラ”を使用し、開発したのがニラ味噌
「KOUMI」です。信州味噌と八丁味噌をブレン
ドした無添加味噌に、カットしたニラを合わせる
ことで、ニラ本来の香りと旨味をしっかり閉じ
込めました。さらに、無添加マヨネーズを使用
し、素材の風味を生かしたやさしい味わいに仕
上げています。
　あたたかいご飯にはもちろん、野菜スティッ
ク、炒め物など、さまざまな料理に使える万能調
味料。食卓に“ひと味”加えてくれる一品です。

郵便ハガキに、①Ａ～Cを順に並べたクイズの答え②郵便番号③住所④氏名
（ふりがな）⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙へのご意見・ご感想をご記入のうえ、
ご応募ください。
◎宛先　〒939-8177　富山市安養寺340 番地1
　　　　NOSAIとやま　きずなくんクロスワードクイズ係

きずなくん
　　クロスワードクイズ
きずなくん
　　クロスワードクイズ
応募締切：7月31日（金）当日消印有効

前回の答え 「   ナ  ツ  ゾ  ラ   」
たくさんのご応募ありがとうございました。

無添加・万能味噌
【KOUMI ‒ ニラ香る味噌】セット

立山町　tateyama breeze の

8名様

今回のプレゼント
タテヤマ ブリーズ
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本　　所　　　　　　　　　　〒939－8177　富山市安養寺 340 番地 1
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新川地域農業共済センター　　〒939－0643　入善町青木 1385-1　　 TEL：（0765）72－0377
富山地域農業共済センター　　〒939－8177　富山市安養寺 340-1　　　 TEL：（076）429－5006
高岡地域農業共済センター　　〒933－0838　高岡市北島 325-2　　　　 TEL：（0766）28－0200
砺波地域農業共済センター　　〒939－1364　砺波市豊町 2-11-14　　　 TEL：（0763）32－2277
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キュウリ
生姜（千切り）
切昆布
唐辛子（輪切り）
ニンニク（すりおろし）
ゴマ油
　　醤油
　　みりん
　　砂糖
　　酢

………………………………………………３本
………………………………………１片

……………………………………………２～３ｇ
……………………………………適量

……………………………適量
…………………………………………大さじ１
……………………………………大さじ３　
…………………………………大さじ２　
……………………………………大さじ１　
………………………………………大さじ１　

キュウリのポリポリ漬け

Ａ

①キュウリは両端を切り落とし、７～８mm厚の斜め切りにします。ザルなどに広げ、屋外で２日
ほど干します。時々様子を見て、切り口が乾き、果肉が少し凹んだらOKです。

②ボウルに干したキュウリ、生姜の千切り、切昆布、輪切り唐辛子を入れます。
③鍋にＡを入れて加熱し、沸騰したら砂糖を溶かすように弱火で２分ほど煮ます。熱いうちに
②へ注ぎ、よく混ぜます。

④粗熱が取れたら、おろしニンニクとゴマ油を加えて混ぜます。冷蔵庫で１～２日漬けたら完成です。

キュウリのポリポリ漬け

干しキュウリ
のイメージ

作
り
方

材
　料

キュウリと白ネギの豚肉冷しゃぶ
①キュウリは両端を切り落として２等分し、スライサーやピーラーで縦に薄切りにします。塩・
砂糖（各小さじ1/2・分量外）を混ぜ合わせて15分ほど置いたあと、しっかり水気を絞ります。

②白ネギは５～６cm幅に切り、縦に細切りにします。
③ボウルにＡを入れてよく混ぜます。
④豚肉は食べやすい大きさに切ります。鍋に湯２Ｌを沸かし、弱火にして塩大さじ１、酒大さじ５
（ともに分量外）を加えます。豚肉を全量入れて大きく混ぜながら40～60秒ほど茹で、肉の
色がピンク色から白くなったらザルにあげて水気を切ります。

⑤豚肉が熱いうちに③に入れてしっかり混ぜ合わせます。粗熱が取れたら①、②とおろし生姜の絞り汁を混ぜ、最後
にすりゴマを加えて和えれば完成です。

⑥お好みでカイワレ大根やミョウガ、大葉の千切りを加えてもおいしいです。

薄切りのイメージ

キュウリと白ネギの豚肉冷しゃぶ
キュウリ
白ネギ
豚バラ肉（しゃぶしゃぶ用）
生姜（すりおろした汁）
すりゴマ（白）
カイワレ大根など
　　醤油
　　酢
　　砂糖
　　中華スープの素
　　ゴマ油

……………………………………………………２本
……………………………………………………１本

………………………２５０ｇ
………………………………１片分

………………………………………大さじ２
………………………………………適量

…………………………………大さじ１と１/２　
……………………………………………大さじ３　
…………………………………………大さじ１　

…………………………大さじ１/２　
………………………………………大さじ１　

Ａ

キュウリと白ネギの
　　　　豚肉冷しゃぶ
キュウリと白ネギの
　　　　豚肉冷しゃぶ

キュウリのポリポリ漬けキュウリのポリポリ漬け
とやまとやまとやまとやま

とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

いみず食香バラ研究会
（射水市）

第 50号第 50号

（令和8年）（令和8年）
2026
7月
2026
7月
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